
自然免疫制御技術研究組合（略称：自然免疫）の概要 

 設立年月日：平成２２年３月８日 
 理事長：杣 源一郎（（有）バイオメディカルリサーチグループ 代表取締役） 
 組合員：（9企業４団体3個人）※各法人の数を記載  

（有）バイオメディカルリサーチグループ、自然免疫応用技研（株）、（株）東洋発酵、（有）タカ企画、小豆島ヘルシーランド（株）、（株）ベンチャーラボインベストメント、
（株）スケアクロウ、栄新薬（株）、東洋開発（株）（一財）四国産業・技術振興センター、（社医）喜悦会、（NPO）環瀬戸内自然免疫ネットワーク、服部義則、  
稲川裕之、船山雅史 

 事業費：平成２８年度０．３億円 
 事業の概要：自然免疫を制御する糖脂質解析・合成・利用技術の研究開発。 
○組合設立の目的 
  組合員の協働による自然免疫を制御する糖脂質解析・ 
合成・利用技術の開発に関する試験研究及びその他組合 
員の技術水準の向上並びに実用化を図るための事業を 
行うことを目的とする。 

 
○実用化の方向性 
適切な糖脂質の種類（構造、特に糖鎖）を選択し、量・期間・ 
投与方法を制御することにより健康増進や維持を可能とする 
食品・スキンケア製品を開発する。最終的には予防医療に資 
する糖脂質医薬群を創出する。 
シンポジウム等の開催を通し、自然免疫制御による健康増進 
・維持に関する正しい知識を消費者に提供する。 

 
○事業化の目途の時期 
新規糖脂質素材の製品化については、平成２６年に達成、 
糖脂質創薬は平成３１年までに基盤技術の確立を目指す。 

世界初！新規糖脂質医薬品群開発 

(3)メディシナルケミストリーに基づく糖脂質
創薬の基盤技術開発 

新技術（グライコリピドーム解析）による糖鎖構
造の解析と糖脂質の構造と機能の情報を解明 

環境（低農薬・
低炭素）支援 

素材の探索と新規食品の開発 
菌・糖脂質のパネル化及び特異的生物
活性の探索 

(2)糖脂質の糖鎖構造の解析（グライコリピ
ドーム解析）と利用技術の開発研究 

事業化：健康・
安心な社会実現 

(4)付帯事業 

(4)-① リテラシー形成に関する調査研究 
(4)-② 企画・調査 

(1)有用微生物の探索と糖脂質の抽出 

自然免疫を制御する糖脂質解析・合成・利用技術の開発及び事業化 

糖脂質の構造解析技術開発 

糖脂質パネルの応用 健康社会
への応用 

構造情報 

・農業・畜水産業 
・健康食品 
・スキンケア 
・医薬品素材開発 

第二創業 

具現化 

醤油 味噌 碁石茶など 

四国域内の発酵製品群 



 研究開発体制 

(1)有用微生物探索と
糖脂質抽出  

ＧＬ：河内千恵 
場所：高松本部  
探索・ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 

自然免疫応用技研（株） 
小豆島ﾍﾙｼｰﾗﾝﾄﾞ（株） 
（株）スケアクロウ 
栄新薬（株） 

(2)糖脂質の糖鎖構造
解析と利用技術開発  
ＧＬ：稲川裕之 
場所：高松本部  
解析・生物活性評価 
自然免疫応用技研（株） 
培養・品質管理 
（株）東洋発酵 

(3)糖脂質創薬基盤技
術開発  

ＧＬ：稲川裕之 
場所：高松本部  
構造解析・合成 

自然免疫応用技研（株） 

抽出
材料 

材料
評価 

開発
材料 

材料
評価 

プロジェクトリーダー 杣源一郎 
（有）ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙﾘｻｰﾁｸﾞﾙｰﾌﾟ 

(4)自然免疫の調査研究と広報活動  GL：上田和男 場所：各社 
調査・広報： （NPO）環瀬戸内自然免疫ﾈｯﾄﾜｰｸ、（一財）四国産業・技術振興ｾﾝﾀｰ、 
         （有）ﾀｶ企画（株）ﾍﾞﾝﾁｬｰﾗﾎﾞｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄ、（一財）三宅医学研究所、 
         （社医）喜悦会、（株）ｽｹｱｸﾛｳ、東洋開発（株） 

連携 

自然免疫制御技術研究組合  
（国研）産業技術
総合研究所 

 
（国大）鳥取大学 

 
（国大）香川大学 

連携 連携 

研究
協力 
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